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文部科学省が今年４月に実施した、令和４年度全国学力・学習状況調査の結果について、全国を基準とした経年推移

等によって、本校の学力や学習の状況を保護者の皆様にお知らせします。結果によると、児童の生活習慣と学力には相関

関係があることから、引き続き、保護者の皆様にもご協力をお願いいたします。 

 

 

 

学力調査結果の中から、本校と全国の経年比較（対全国比）をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問紙調査結果の中から、主な項目について、本校と全国の経年比較をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対全国比 

（全国を１とする） 

国語 0.93 

算数 0.92 

理科 0.95 

令和４年度全国学力・学習状況調査の結果について  

 

＜学力調査結果の概要＞ 

○国語について 

 →対全国比の１と比べると本校は、０．９３という結果になった。令和元年度の国語０．８５という結果を考えると上

昇したことになる。文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章の良いところを見つける問題での正答率が

低く、無回答率も高い結果が出た。今後、書く力の向上を目指して行く必要がある。 

○算数について 

 →対全国比の１と比べると本校は、０．９２という結果になった。令和元年度の算数０．９６という結果を考えるとや

や低下したことになる。示された場面のように、数量が変わっても割合は変わらないことを理解する問題での正答

率が低い。また、問題形式でいうと記述式の問題の正答率が低いことから、国語同様に問題を解くだけでなく、過

程を大切にし、考えを書く授業づくりを進めていく必要がある。 

※令和２年度は中止のため、掲載していません。また、理科は令和元年、令和 3年度、未実施の為、掲載していません。 
＜質問紙調査結果の概要＞ 

〇生活習慣について→毎朝朝食を食べているという項目について、毎年安定して 9割を超える児童が肯定的な

回答をしている。朝食はその日の調子を整える大事な役割を果たしているので、今後も続けてほしい。 

〇学習について→授業で自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、工夫をして発表をし

ているということが分かる。ただ、校内研究を進めている国語の授業では、内容がよく分かる児童の肯定的な

回答の割合が下回っている。考える力の向上を目指し、子どもたちが読みたい、書きたい、やってみたいと思う

授業づくりを進めていきたい。 

朝食を毎日食べている 
令和４年 10月 11日 
枚方市立津田南小学校 

※次ページ以降に、「各教科に関する調査」「質問紙調査」における詳細な結果について公表しております。 

〇学力学習調査から、国語は思考・判断・表現に関する力に課題があると分かった。条件がいくつかある中で書

く力、考える力の向上を目指していきたいと思う。算数でも自分の考えを書くことに課題があると考える。引き

続き、校内研究で取り組んでいる言語活動の充実を図っていきたい。 

〇質問紙調査の結果では、朝食を食べ、生活習慣に関して規則正しく送ろうと意識していることが分かった。自

分で計画を立てて勉強している児童の割合が全国より低いことやスマホでSNSや動画の視聴時間の割合が

全国より高い。津田中校区と連携して行っている『ジャンピングウィーク』を通して、家庭と学校とが協力して行

っていく必要がある。 

※調査結果について 

教科や出題範囲が限られていることから、 

全国学力・学習状況調査により測定できるのは、学力の特定の一部分です。 

※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当て 

はまらない」「当てはまらない」を示しています。 

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。 

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は 100 にならない場合もあります。 

本校 

全国 

【全体概要】 

学力調査の結果 

 

質問紙調査の結果 

 

まとめ 

 

授業で自分の考えを発表する機会では，自分の考えがうまく 

伝わるよう，資料や文章，話の組み立てなどを工夫して発表していたか 

自分で計画を立てて勉強している 

普段 1日あたり、どれくらいの時間、携帯電話やスマホで

SNSや動画を視聴しているか。 
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＜国語＞ 

成果や課題があった設問 

【成果】                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜算数＞ 

成果や課題があった設問 

【成果】                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜理科＞ 

成果や課題があった設問 

 正答率 無解答率 

本校 72.5 11.9 

全国 68.3 12.2 

 正答率 無解答率 

本校 30.0 19.4 

全国 37.7 14.5 

 正答率 無解答率 

本校 70.6 1.9 

全国 71.1 3.9 

 正答率 無解答率 

本校 59.4 9.4 

全国 76.0 5.2 

（考察） 

 ここでは，「聞いたことや経験したことをもと

にしていること」や「最後の段落にがんばりた

いことを具体的に書いていること」など，【文

章２】のよさについて書き，【文章２】から言葉

や文を取り上げて，60字以上 100字以内で

書くことが求められる。 全国・大阪府よりも正

答率が下回り、無回答率も高い。 

 正答率が低かった理由としては、書く条件が

増えたこと、文字数が増えたこと、【文章２】を

読み返さなければならないことがあげられる。 

教科に関する調査 

（考察） 

 全国・大阪府より高い正答率である。 

 正答の条件が２つある。１つ目は、この物

語から伝わってくることを考えて書くこと。２

つ目は、１０字以上３０字以内にまとめて書

くことである。 

 正答率が高いことから、おおよその児童が

この物語から伝わってくることを考えて書く

ことができている。しかし、人物像や物語の

全体像を具体的に想像することに課題があ

る。今後は物語の授業の中で、話し合い活

動を通し、考えを共有し身につけさせたい。 

（考察） 

 この問題はカップケーキ７個分の値段を、

１４７０÷３で求めることができるわけを書く 

問題である。正答率が、全国より大きく下回

っており、また無回答率も高い。 

 示された場面を解釈し、除法で求めること

ができる理由を記述できることが必要であ

る。校内研究で取り組んでいる考える力の

向上をめざし、子どもたちが書きたいと思う

授業づくりを目指していきたい。 

（考察） 

 全国に近い正答率であり、大阪府より高

い正答率である。 

果汁が２５％含まれている飲み物の量を

基にした時の、果汁の量の割合を分数で表

す問題である。 

 本校の児童は、図を利用し、百分率で表さ

れた割合を分数で表すことができていると

考える。しかし、数量が変わっても割合は変

わらないことを理解することができていない

ところもあるので、算数の授業において具体

的な場面を用いて進めていく必要がある。 

人物像や物語の全体像を具体的に想像することが 

できるかどうかをみる。 

示された場面を解釈し，除法で求めることができる理由を

言葉と数を用いて記述できる。 

百分率で表された割合を分数で表すことができるか 

どうかをみる。 

【詳細について】 

文章に対する感想や意見を伝え合い，自分の文章の 

よいところを見付けることができるかどうかをみる。 
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【成果】                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 無解答率 

本校 79.4 0.0 

全国 73.1 0.3 

 正答率 無解答率 

本校 15.6 0.6 

全国 27.8 0.6 

（考察） 

この問題は、光の性質を基に、鏡を操作し

て、指定した的に反射させた日光を当てること

ができる人を選ぶ必要がある。大阪府・全国

よりも正答率が下回った。 

 まず、問題の意味を理解することに時間を要

したのではないかと考える。問題の意味を説

明してもらえば、なるほどとなるような問題を

自分自身の力で読み解いていくという力をつ

けていくことが課題である。 

問題を掲載してください。 

（考察） 

ナナホシテントウが昆虫であることを示す

には、頭、胸、腹の３つに分かれ、足が６本ある

ことを確認しなければならない。そのために

は、３つの部分が分かれているということを確

認できる、解答２の下から見ないといけないと

いう知識を持っているということが必要であ

る。 

正答率が高かったことと無回答率が０％だ

ったこともあり、昆虫の体のつくりはよく理解し

ていると考えられる。 

日光は直進することを理解しているかどうかをみる。 

昆虫の体のつくりを理解しているかどうかをみる。 
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（考察） 

「朝食を毎日食べている、毎日同じくらいの時間に

寝ている」という項目で肯定的な回答の割合が高いこ

とから基本的な生活習慣が身についており、家庭の協

力を得ることができている。 

 また、授業で学習したことを普段の生活の中で活用

できないか考えている児童の割合が高いことから、受

け身ではなく、自分から学習する意欲が伸びてきてい

ると考えられる。今後も自ら学ぼうとする児童が増えて

いくように声掛けや授業を工夫していきたい。 

難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している 

 

 

【成果のあった項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題が残った項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）授業改善について 

   国語の調査では、「話す」「聞く」取り組みを続けてきた成果が表れていた。「子どもたち同士で話し合う活

動を通して、自分の考えを深めたり、広めたりしている」項目について肯定的な回答の割合が高かった。し

かし、調査の問題の中で、「文章に対する感想や意見を伝え合い，自分の文章のよいところを見付けること

ができるかどうかをみる」問題では、正答率が低く無回答率も高かった。日頃からクラスの中でお互いの文

章を読み、良いところなどを授業の中で共有していく活動が必要である。 

   算数の調査では、「示された場面を解釈し，除法で求めることができる理由を言葉と数を用いて記述でき

る」問題で全国より正答率が低かった。書くことについて苦手意識を持っている児童が多いと考えられる。

今年度、校内研究で取り組んでいる考える力の向上を目指すこと、子どもたちが「読みたい」「書きたい」

「やってみたい」と思う授業づくりについて、引き続き目指していく必要がある。 

 

（２）家庭学習について 

   

  調査では、「普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，携帯電話やスマートフォンでＳＮＳ

や動画視聴などをしますか（携帯電話やスマートフォンを使って学習する時間やゲームをする時間は除く）」

の項目では、一日当たりの時間が２時間以上の児童の割合が４割近くいて、全国より高い割合である。また、

授業時間以外、普段の一日の勉強時間が短いまたは、全くしない児童もいることから、家庭でのスマホを使

う際には、使い方やルールについて子どもたちと話し合っていただき、学校ではメディアリテラシーについて

系統立てて学習していく必要がある。また、「自学自習」を積極的に進め、「ナビマ」などの AI ドリルを活用

していく。 

毎日、同じくらいの時刻に寝ている 

（考察） 

「難しいことでも、挑戦している」という項目で

は、7割の児童が肯定的な回答をしているが、３

割の児童は、否定的な回答である。否定的な回

答の割合が全国より高いので、大人からの声

掛けや環境づくりが必要であると考える。 

「学校の時間以外の読書や勉強の時間」につ

いて、全くしていない児童の割合が高いことが

気になる。家に帰ってからの学習習慣や読書週

間を身に着けていくには、家庭との協力が必要

であると考える。『ジャンピングウィーク』を広め、

家庭と連携して取り組んでいきたい課題であ

る。 

分析結果を踏まえて今年度中に取り組んでいくこと 

 

質問紙に関する調査 
※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当て 

はまらない」「当てはまらない」を示しています。 

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。 

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は 100 にならない場合もあります。 

本校 

全国 

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考

えを深めたり、広げたりすることができているか 

算数の授業で学習したことを普段の生活の中で活用 

できないか考える 

学校の授業時間以外に，普段(月曜日から金曜日)、 

１日当たりどれくらいの時間、読書をしているか 

授業時間以外、普段（月～金）１日の勉強時間 


